
はじめに 

コース概要と目的
本コースは Qlik Senseをお使いの方を対象に、Qlik Senseの製品概要と基本的なアプリケーショ
ン開発についてご覧いただくコースです。
Qlik Senseの製品概要、アプリにデータを取り込む方法、ユーザーインターフェース（画面）の
作成方法について、身に付けることを目的としております。

受講対象 
Windowsの基本的な操作（マウス操作やキーボード操作）ができる方。 

製品のバージョンと形態 
本テキストでは、以下のバージョンならびに利用形態の Qlik Senseを使用しています。 
・Qlik Sense May 2024
・Qlik Sense Enterprise Client-Managed

※Qlik Sense Enterprise Client-Managed と Qlik Sense Enterprise SaaS は、基本的なアプリ
作成の手順は同じですが、操作画面や仕様に違いがあります。Qlik Sense Enterprise SaaS にお
ける操作画面や仕様については、研修の補足資料をご確認ください。

テキスト中の表記について

画面中に表示される文字の表記 
ウィンドウ、ボタン、メニューなど、画面に表示される文字は［］で囲んで表記しています。
画面上に表示される選択肢や、入力する文字については「」で囲んで表記しています。

ディレクトリの表記 
本テキストではファイルのパスを表す際、すべてデフォルトのインストールディレクトリを基準に
表記しています。お客様の環境と異なる場合は、適宜読み替えてください。 

コマンドの構文規約

値 この表記は、ユーザーが適切な値に置き換えて指定することを
表します。 

｛ 値 1 ｜ 値 2 ｜ 値 3 ｝ この表記は｛｝の中から、いずれか 1 つを選択することを表し 
ます。 

[値] この表記はその指定が任意に指定できる、オプションの指定で
あることを表します。必ずしも指定する必要はありません。 
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1.1 Qlik Sense概要 

1.1.1 Qlik Senseとは 
Qlik Senseは、「誰でも、全てのデバイスから、直感的に」情報の可視化、分析ができるセルフサ
ービス型 BIツールです。 

Qlik Senseでは、データの準備からデータの可視化と分析、情報共有が可能です。 
ユーザーが自らデータの収集や分析、情報を共有することで、データを元にしたアクションや意思
決定などに役立てることができます。

なお、「データ準備」と「データの可視化と分析」においては、「連想技術」と「拡張知能」が大量
データの可視化や分析をするユーザーをサポートします。 
「連想技術」の詳細は、『1.2 連想技術によるデータ探索』でご紹介します。 
「拡張知能」については、次のページ以降の解説で、ユーザーをどのようにサポートするのかをご
紹介します。 

「連想技術（Associative Indexing）」と「拡張知能（Augmented Intelligence）」は、英語の頭
文字をとって「2つの AI」と呼ばれています。 

Qlik Sense 

データ準備 

ユーザーデータ 

データの可視化と分析 情報共有 アクション

・データモデル

作成

・データ管理

・抽出・集計

・BI要件の整理

・分析・試行錯誤

・チャート作成

・ストーリー

テリング

・ノート

・サブスクライブ

「連想技術」と「拡張知能」によるサポート 
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1.1.2 データ準備 

様々なデータソースへの接続 
Qlik Senseは、データベースや CSVファイルや Excelファイルなど、様々なデータソースからデ
ータを取得できます。 

データベースへの接続は、汎用的な OLE DBや ODBCを利用できます。 
あらかじめ Qlik Senseに設定されている各種 ODBCドライバで接続できます。 
また、Windowsサーバー環境（Client-Managed）をご利用の場合は、任意の ODBCドライバを
Qlik Senseのサーバーにセットアップして利用することも可能です。 

データの取り込み 
Qlik Senseにデータを取り込むための設定は、取り込みたいテーブルやファイル、項目を選択す
るだけです。 
以下は、データベースを選択し、取り込みたいテーブルと項目を選択している画面です。 
CSVや Excelなどのファイルもこの画面から取り込めます。 

データベース

Qlik Sense 

OLE DB、ODBC 

ファイル
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取り込んだデータの関連付けやデータの加工 
データマネージャーと呼ばれる画面では、取り込んだテーブルや Excelのシートはバブルで表現さ
れています。 
例えば、「売上明細」と「部門」はデータベース、「都道府県」はユーザーの手元にある Excelファ
イルから取得したデータです。
Qlik Senseにデータを取り込んだ後は、データの保存先を気にすることなく、利用できます。

また、共通の項目によるデータの関連付けも可能です。 
画面右側には、「拡張知能」がデータを解析し、キー項目を探してユーザーに関連付けを提案して
います。［すべて適用］をクリックすると、関連付けを簡単に設定できます。 

なお、データの取り込みは、ロードスクリプトと呼ばれるコマンドで記述されています。 
データロードエディタというエディタ画面を使用すれば、ロードスクリプトを直接編集し、ロード
スクリプトのすべての機能を使用できます。データマネージャーでは使用できない関数を使用した
り、変数を使用したり、複雑なデータの加工が可能です。

データベースのデータ 

Excelファイルのデータ 

データベースのデータ 
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1.1.3 データの可視化と分析 

シンプルな操作によるデータの可視化
Qlik Senseでは、データの抽出や集計、分析用のチャート作成を簡単に行えます。 
例えば、作成したいグラフの種類や集計項目をクリックやドラッグ&ドロップして作成できます。 

チャートの提案とインサイトアドバイザー
チャートを未選択のまま項目をドラッグ&ドロップで追加すると、「拡張知能」がデータを解析
し、追加した項目に適したチャートを提案してくれます。
また、「インサイトアドバイザー」という機能では、「拡張知能」が取り込んだすべてのデータを解
析し、最適なチャートを提案してくれます。

インサイトアドバイザーの詳細につきましては、以下のヘルプをご参照ください。
インサイトアドバイザーでのビジュアライゼーションの作成 | Windows 用 Qlik Sense ヘルプ
https://help.qlik.com/ja-JP/sense/May2024/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/In-
sights/insight-advisor-create-visualizations.htm 

https://help.qlik.com/ja-JP/sense/May2024/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Insights/insight-advisor-create-visualizations.htm
https://help.qlik.com/ja-JP/sense/May2024/Subsystems/Hub/Content/Sense_Hub/Insights/insight-advisor-create-visualizations.htm
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デバイスフリー 
Qlik Senseでは、PCに限らずスマートフォンやタブレットでも操作できます。 
Qlik Senseはレスポンシブデザインを採用しているため、デバイスの画面サイズにあわせて、グ
ラフや集計表のサイズや表示内容が自動的に調整されます。

画面サイズが大きい場合 

画面サイズが小さい場合 

グラフはラベルの表示を調整。 

集計表はスクロールでサイズを調整。 
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データ分析におけるシンプルな操作性 
Qlik Senseでは、値のリストやグラフの領域などをクリックやドラッグ&ドロップするだけで分析
できます。 

値やグラフの領域をクリックやドラッグ&ドロップで選択 

囲み選択で値を選択 

Qlik Senseでは、特許技術である「連想技術」により、データの設計にとらわれない自由な分析
が可能です。 
例えば、商品名から担当営業を調べたり、逆に担当営業から商品名を調べたり、自由に視点を切り
替えながら分析できます。詳細は『1.2 連想技術によるデータ探索』をご参照ください。 
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1.1.4 情報共有 

ストーリーテリング
Qlik Senseには、ストーリーテリングと呼ばれる独自のプレゼンテーション機能があり、分析結
果を他のユーザーに共有できます。 
分析時に作成したグラフの画像や分析結果の説明を配置し、ストーリーを作成できます。 
ストーリーは PowerPointや PDFの形式で出力できるため、報告資料の作成にも役立ちます。

ノート、サブスクライブ、アラート
ノート、サブスクライブ、アラートは Qlik Sense Enterprise SaaSのみ標準の機能です。

 ノート
分析時に気づいたことをメモに残し、他のユーザーと共有できます。

 サブスクライブ
特定のシートやチャートの PDFを定期的にメールで配信できます。

 アラート
各種通知を SaaS画面やメールで受け取ることができます。
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4.5 基本的なグラフの作成 

4.5.1 棒グラフ 
棒グラフは、データを並べて値の比較をしたり、2値の隔たりを見たり、または円グラフのかわり
に割合を表示したりと、多くの用途に使用できます。 
また、軸や数式を複数指定でき、値を積み上げて表示することも可能です。 

例題9  棒グラフ 

棒グラフを作成しましょう。商品ごとの売上金額を集計し、ランキング形式で表示しましょ
う。 
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1. 新しいシートを追加します。シート名は「シート 3」と指定し、シートを開きます。

2. ［アセット］パネルの［チャート］タブから「棒チャート」を追加します。
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3. サイズを変更します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. ［軸を追加］をクリックし、「商品名」を選択します。 
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5. ［メジャーを追加］をクリックし、「売上金額」-「Sum([売上金額])」を選択します。
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6. ［プロパティ］パネルの［棒の長さ］のメニューを展開します。 

［ラベル］を「売上」、［数値書式］を「通貨」に変更します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7. ［プロパティ］パネルの［スタイル］-［プレゼンテーション］を開きます。 

「垂直」から「水平」に変更します。また、「値ラベル」を有効にします。 
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8. ［編集完了］ボタンをクリックして、動作を確認します。
スタイルを水平に変更したため、横方向の棒グラフです。
また、値ラベルを有効にしたため、商品ごとの売上金額の値をグラフに表示できました。
なお、棒グラフの表示領域は、スクロールバーで調整できます。

9. ［シートを編集］ボタンをクリックし、編集画面に戻ります。




